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2013	－	2014シーズンは 1 位JX-ENEOS（30勝 3 敗）、
2 位トヨタ自動車（26勝 7 敗）、 3 位デンソー（26勝 7
敗）、4位富士通（23勝10敗）、5位シャンソン化粧品（23
勝10敗）、6位三菱電機（21勝12敗）、7位トヨタ紡織（14




2014	－2015シーズンは 1 位JX-ENEOS（24勝 4 敗）、




9 位新潟アルビレックスBB（ 5 勝25敗）、10位羽田






















3 P 3 PM（本） 1試合の 3ポイントシュート成功数
3 PA（本） 1試合の 3ポイントシュート試投数
3 P%（％） 1試合の 3ポイントシュート成功確率
2 P 2 PM（本） 1試合の 2ポイントシュート成功数
2 PA（本） 1試合の 2ポイントシュート試投数


























分析項目の結果を表 2 に示す。PTS、 2 PM、 2 PA、
































PTS（点） 65.7±13.0 64.1±13.9 0.126
2 PM（本） 19.4±5.5 18.8±5.3 0.152
2 PA（本） 44.4±8.7 44.4±7.6 0.970
2 P％（％） 43.8±8.9 42.5±9.4 0.063
3 PM（本） 5.8±3.0 5.9±3.0 0.661
3 PA（本） 18.7±7.2 19.3±6.6 0.264
3 P%（％） 30.5±12.1 30.3±12.6 0.849
FTM（本） 9.5±4.8 8.8±4.8 0.036
FTA（本） 12.8±6.1 11.6±6.0 0.013
FT%（％） 75.1±14.7 75.3±15.8 0.905
F（回） 15.0±4.2 14.3±4.0 0.012
OFR（本） 12.4±4.1 12.5±4.3 0.789
DFR（本） 26.0±5.7 27.1±6.0 0.032
TOR（本） 38.4±7.1 40.0±7.7 0.065
AST（回） 13.3±4.7 13.4±4.7 0.848
STL（回） 8.4±3.1 8.6±3.3 0.553
BLK（回） 3.2±2.1 3.5±2.8 0.132
TON（回） 15.3±4.2 15.5±4.2 0.521
POSS（回） 84.1±7.4 84.3±7.5 0.640




















































PTS（点） 73.6±11.6 57.8±9.2 0.000 72.9±11.5 55.3±10.1 0.000
2 PM（本） 21.9±5.8 17.0±3.9 0.000 21.1±5.3 16.5±4.1 0.000
2 PA（本） 45.4±9.7 43.4±7.2 0.041 44.8±8.3 44.0±6.9 0.363
2 P％（％） 48.3±8.0 39.3±7.2 0.000 47.3±8.2 37.6±7.3 0.000
3 PM（本） 6.2±3.4 5.4±2.5 0.020 6.6±3.4 5.2±2.4 0.000
3 PA（本） 18.5±7.9 19.0±6.4 0.507 19.2±7.4 19.5±5.8 0.667
3 P%（％） 32.5±13.0 28.5±11.0 0.000 33.9±12.9 26.7±11.2 0.000
FTM（本） 11.4±4.9 7.7±4.0 0.000 10.8±4.8 6.7±3.8 0.000
FTA（本） 15.2±6.0 10.4±5.3 0.000 14.0±6.2 9.2±4.8 0.000
FT%（％） 74.8±13.0 75.4±16.2 0.716 77.8±12.6 72.7±18.1 0.003
F（回） 13.4±4.0 16.7±3.8 0.000 12.7±3.4 15.8±3.9 0.000
OFR（本） 12.9±4.2 11.8±4.0 0.020 12.9±4.4 12.0±4.2 0.074
DFR（本） 28.4±5.5 23.7±4.9 0.000 30.0±5.6 24.2±5.0 0.000
TOR（本） 41.3±6.7 35.6±6.4 0.000 42.8±7.3 36.2±6.6 0.000
AST（回） 15.9±4.0 10.8±3.8 0.000 16.1±4.3 10.7±6.6 0.000
STL（回） 9.2±3.2 7.6±2.8 0.000 9.0±3.5 8.1±3.0 0.011
BLK（回） 4.2±2.1 2.3±1.7 0.000 4.4±2.7 2.6±2.1 0.000
TON（回） 14.1±3.9 16.5±4.0 0.000 15.0±4.0 16.0±4.4 0.038
POSS（回） 84.6±7.3 83.5±7.4 0.156 85.1±7.6 83.5±7.3 0.053




















































PTS（点） 73.6±11.6 72.9±11.5 0.567 57.8±9.2 55.3±10.1 0.019
2 PM（本） 21.9±5.8 21.2±5.3 0.224 17.0±3.9 16.5±4.0 0.266
2 PA（本） 45.4±9.7 44.8±8.3 0.530 43.4±7.6 44.0±6.9 0.471
2 P％（％） 48.3±8.0 47.3±8.2 0.269 39.3±7.2 37.6±8.1 0.049
3 PM（本） 6.2±3.4 6.6±3.4 0.251 5.4±2.5 5.2±2.4 0.407
3 PA（本） 18.5±7.9 19.2±7.4 0.401 19.0±6.4 19.5±5.8 0.461
3 P%（％） 32.5±12.9 33.9±12.9 0.311 28.5±11.0 26.7±11.2 0.140
FTM（本） 11.4±4.9 10.8±4.8 0.258 7.7±4.0 6.7±3.8 0.026
FTA（本） 15.2±6.0 14.0±4.8 0.075 10.4±5.3 9.2±4.8 0.037
FT%（％） 74.8±13.0 77.8±12.6 0.033 75.4±16.2 72.7±18.1 0.150
F（回） 13.4±4.0 12.7±3.4 0.073 16.7±3.8 15.8±3.9 0.041
OFR（本） 12.9±4.1 12.9±4.4 0.980 11.8±4.0 12.0±4.2 0.676
DFR（本） 28.4±5.5 30.0±5.6 0.014 23.7±4.9 24.2±5.0 0.409
TOR（本） 41.3±6.7 42.8±7.3 0.053 35.6±6.4 36.2±6.6 0.372
AST（回） 15.9±4.0 16.1±4.3 0.627 10.8±3.8 10.7±3.3 0.828
STL（回） 9.2±3.2 9.01±3.5 0.578 7.6±2.8 8.1±3.0 0.119
BLK（回） 4.2±2.1 4.4±2.7 0.440 2.3±1.7 2.6±2.1 0.096
TON（回） 14.1±3.9 15.0±4.0 0.032 16.5±4.1 16.0±4.4 0.270
POSS（回） 84.6±7.3 85.1±7.6 0.547 83.5±7.3 83.5±7.4 0.953
PTS/POSS 0.78±0.14 0.76±0.15 0.086 0.69±0.10 0.66±0.12 0.012
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く獲得することが勝つためには重要であると述べてい
る。石川18）はシュートミスと勝敗チームの関連は、自由
投、野投失敗率とも、勝者チームが顕著に優れていた。
さらに敗者チームは、試攻数の高い割合においては
シュートミスをはじめ、ミスプレイ、特にパスミスと
ボールキープミスが多く、攻めてはミスを繰り返す効率
の悪いゲームを展開していると述べている。今回の結果
からも先行研究と同様に、試合に勝つ要因として、ミス
を減らし、シュート成功率を高め、相手のシュート成功
確率を落としめて、リバウンドを多く獲得することが重
要であることがあらためて示唆された。
POSS、PTS/POSSについて、POSSに有意な差は見
られなかったが、PTS/POSSに有意な差が見られた。先
行研究において、宮副ら19）は現代のバスケットボール競
技においては如何に多くのシュートを打つかではなく、
如何に有利な状況でシュートするかということがゲーム
に勝つための重要な要因になり得ると述べている。本研
究でも同様に勝ちチーム群において効率よく、得点して
いることがあきらかであり、ただ攻撃回数を増やすこと
は決して有効ではなく、より得点効率のよいシュートを
選択することが重要であることが示唆された。
3 ）新ルールゲームにおける勝ちチーム群、負けチーム
群の比較
新ルールゲームの勝ちチーム群、負けチーム群のス
タッツ比較において、20項目中16項目で有意な差が認め
られた。旧ルールゲームと同様な点としては、 3 PA、
POSSにおいて有意な差が認められなかったことが挙げ
られる。異なる点としては、 2 PA、OFRに有意な差が
認められなかったことが挙げられる。 2 PAについては、
オフェンスリバウンド後の攻撃時間の減少から、 2 Pエ
リア内での有効な攻撃を展開できず、 2 Pエリアでの
シュート試投数が減少したことが考えられる。OFRに
ついてはルール改定がオフェンスリバウンドであったこ
ともあり、全チームがオフェンスリバウンドについて意
識をおいて、プレイしていたことが考えられる。また、
新ルールゲームにおいても、PTS/POSSの結果から、た
だ攻撃回数を増やすのではなく、より得点効率のよい
シュートを選択していることが示唆された。
POSSにおいて、有意な差は認められなかった（p＝
0.053）が、勝ちチーム群が負けチーム群より、高い傾向
を示した。POSSの増加の要因として、オフェンスリバ
ウンドの獲得が考えられ、今後継続的に調査が必要であ
るが、新ルールゲームにおいても、オフェンスリバウン
ドの獲得が勝つための一要因になることが考えられる。
4 ）新・旧ルールゲームの各勝ちチーム群の比較
新・旧ルールゲームの各勝ちチーム群のスタッツ比較
において、FT％、DFR、TONにおいて有意な差が認め
られた。新ルールゲームのDFR、TONの増加について、
旧ルールゲームのOFRが12.9±4.1、新ルールゲームの
OFRが12.9±4.4とほとんど差はなく、 1試合で約13回の
攻撃がオフェンスリバウンド後に行われている。つまり
ルール改正後、約13回の攻撃を14秒以内で行われること
となり、新ルールに各チームが対応していないことか
ら、苦しいシュートを選択やミスプレイにつながり、
DFR、TONが増加したと考えられる。今後は、オフェ
ンスリバウンド獲得後のプレイ展開等を詳細に検討する
必要がある。
5 ）新・旧ルールゲームの各負けチーム群の比較
新・旧ルールゲームの各負けチーム群のスタッツ比較
において、PTS、 2 P％、FTM、FTA、F、PTS/POSS
に有意な差が認められ、新ルールゲームでいずれも減少
している。 2 P％が新ルールゲームにおいて有意に減少
していることは、各チームがルール改正に対応できてお
らず、オフェンスリバウンド後の攻撃を14秒以内で行う
必要があり、苦しいシュートを選択することが増えたた
め、 2 P％が低下したことが考えられる。また、FTM、
FTAが有意に減少していることは、有効な攻撃を展開
することができず、相手チームにファウルをさせること
ができなかったことによって引き起こされていることが
考えられる。これらの要因からPTS、PTS/POSSが低下
したことが示唆された。
今回のルール改正では24秒ルールに関して、日本バス
ケットボール協会はゲームのテンポ・アップやスピー
ド・アップを図り、攻撃やショットの機会をより増やす
ことを目的としていたが、PTS、POSSにおいて有意な
差が認められず、今回の結果からは、日本バスケット
ボール協会が意図する効果は認められなかった。
本研究では、ルール改正前後の各 1シーズンのみを対
象としている。バスケットボールにおいて、ルール改正
に対応した戦術や戦略が定着するまでに一定の時間を要
する（石村ら、1992）。したがって、今回の分析では有
意な差が認められなかった項目であっても、今後調査を
継続的に行っていくことで、その結果に変化が生じる可
能性は十分にあると考えられる。
Ⅴ　まとめ
本研究では、バスケットボール女子日本リーグ機構
（WJBL）の2013	－2014レギュラーシーズンと2014	－
2015レギュラーシーズンの試合結果を元に、2015年に行
われたルール改正がゲームにどのような影響を与えたの
かを検討した。
1）新・旧ルールゲームの比較において、FTM、FTA、
F、DFRにおいて、有意な差が認められた。DFRは有
意に新ルールゲームで増加しており、ルール改正の影
バスケットボールにおけるルール改正がゲームに及ぼす影響─WJBL（バスケットボール女子日本リーグ機構）2014－2015　Wリーグレギュラーシーズンを対象に─ 
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響が示唆された。
2）旧ルールゲームの勝ちチーム群、負けチーム群の比
較において、20項目中17項目に有意な差が認められ、
3 PA、FT％、POSSにおいて有意な差が認められな
かった。試合に勝つ要因として、ミスを減らし、
シュート成功率を高め、相手のシュート成功確率を落
としめて、リバウンドを多く獲得することが重要であ
ることがあらためて示唆された。
3）新ルールゲームの勝ちチーム群、負けチーム群の比
較において、20項目中16項目で有意な差が認められ、
旧ルールゲームと同様に 3 PA、POSSが有意な差が認
められず、新ルールゲームにのみにおいて 2 PA、
OFRに有意な差が認められなかった。
4）新・旧ルールゲームの各勝ちチーム群の比較におい
て、FT％、DFR、TONにおいて有意な差が認められ、
新ルールに各チームが対応しておらず、苦しいシュー
トを選択、またはミスプレイにつながり、DFR、
TONが増加したこと示唆された。今後は、オフェン
スリバウンド獲得後のプレイ展開等を詳細に検討する
必要がある。
5）新・旧ルールゲームの各負けチーム群の比較におい
て、PTS、 2 P％、FTM、FTA、F、PTS/POSSに有
意な差が認められ、新ルールゲームでいずれも減少し
ており、ルール改正に対応できていないことが示唆さ
れた。
6）日本バスケットボール協会としては、ゲームのテン
ポ・アップやスピード・アップを図り、攻撃やショッ
トの機会をより増やすことを目的としてルール改正を
行ったが、今回の結果からは意図する効果は認められ
なかった。
Ⅵ　本研究の限界と今後の課題
1 ）本研究の限界
（ 1）WJBL	2013－2014シーズンと2014－2015シーズン
の試合結果から、ルール改正が及ぼす影響を検討して
いるが、各シーズンの監督、選手は引退、新規加入、
移籍を含め変化しており、影響が考慮されていない。
また、2013－2014シーズンの山梨クィーンビーズに関
する試合を比較から除いており、この部分に関しても
影響は考慮されていない。
（ 2）2013－2014シーズン12試合、2014－2015シーズン
6試合、延長戦が行われているが、その影響は考慮せ
ずに、比較検討を行っている。
2 ）今後の課題
今後の課題として、今回はWJBLという日本の女子
トップリーグに関してのみ検討したため、今後は他の男
子トップリーグや高校等の他カテゴリーに関しても比較
検討を行うことで、より詳細にルール改正が及ぼす影響
を検討する必要がある。
また、今回は試合結果に関する分析のみに留まってお
り、各チームの戦術や個人技能についてどのように変化
したのかについては詳細な検討に至っていない。今後は
ルール改正への対応として、有効な戦術や個人技能の検
討を行う必要があると考えられ、オフェンスリバウンド
取得後にどのようなプレイが選択されているか比較する
等、詳細な検討が必要ある。
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